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８
月
臨
時
会
は
８
月
13
日
に
、
９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
８
件
、
工
事
契
約
締
結
３
件
、
物
品
購
入

契
約
締
結
１
件
、
同
意
案
件
１
件
、
条
例
制
定
12
件
、
請
願
１
件
、
意
見
書
１
件
な
ど
計
27
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
（
議
案
審
議
の
結
果

は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
平
成
30
年
度
播
磨
町
一
般
会
計
決
算
認
定
の
件
な
ど
７
件
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
お
よ
び
認
定
し
ま
し
た
。
（
審
査
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
行
い
、
町
政
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
（
８
ペ
ー
ジ
か
ら
12
ペ
ー
ジ
参
照
）

９月
定例会

　
望
海
公
園
の
交
通
公
園
部

分
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

を
含
め
た
多
目
的
広
場
と
し

て
、
昨
年
度
か
ら
３
カ
年
を

か
け
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
２
期
工
事
は
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
サ
イ
ト
12
基
（
う
ち
６
基

屋
根
付
き
）
、
炊
事
場
、
ベ

ン
チ
の
設
置
、
植
栽
及
び
園

路
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
入
谷
緑
化
土
木
㈱
と
１
億

１
４
２
９
万
円
で
契
約
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
工
期
は
、
令
和
２
年
３
月

20
日
ま
で
で
す
。

望
海
公
園
２
期
工
事
始
ま
る

契  約　
町
内
に
住
所
を
有
し
て
、

町
外
の
小
学
校
に
就
学
し
て

い
る
児
童
も
、
学
童
保
育
所

の
利
用
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　質

　疑

問

　住
民
か
ら
の
声
を
受
け

て
、
対
象
を
拡
大
す
る
の
か
。

答
　
住
民
か
ら
要
望
が
あ
り

実
施
す
る
。
阪
神
間
の
学
童

保
育
所
で
は
既
に
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
近
隣

市
町
で
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
る
。 学

童
保
育
所
の

対
象
者
を
拡
大

条  例

　
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な

学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
ま

た
、
学
校
現
場
に
お
け
る
長

時
間
労
働
是
正
の
た
め
に
教

職
員
定
数
を
改
善
し
、
少
人

数
学
級
の
着
実
な
推
進
を
は

か
る
こ
と
、
お
よ
び
子
ど
も

た
ち
が
平
等
に
教
育
を
受
け

る
た
め
に
、
義
務
教
育
に
使

途
が
特
定
さ
れ
た
義
務
教
育

　
10
月
１
日
か
ら
、
幼
児
教

育
・
保
育
が
無
償
化
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
町
立
幼
稚
園

の
一
時
預
か
り
保
育
料
も
一

部
の
方
は
無
償
化
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
月
64
時
間
以
上

就
労
の
証
明
な
ど
が
あ
れ
ば
、

無
償
と
な
り
ま
す
。

町
立
幼
稚
園
の
一
時

預
か
り
保
育
料
改
正

条 例

　
二
子
分
団
に
配
備
し
て
い

る
消
防
車
が
購
入
か
ら
18
年

経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る

た
め
更
新
し
ま
す
。

　
㈱
藤
井
ポ
ン
プ
製
作
所
と

１
０
２
６
万
円
で
契
約
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
車
両
は
、
排
気
量
２
０
０

０
ｃ
ｃ
で
乗
車
定
員
６
名
で

す
。

消
防
自
動
車

を
購
入
　

契 約

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育

長
に
横
田
一
氏
（
加
古
川

市
）
を
、
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
横
田
氏
は
３
期
目
で
、
任

期
は
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

教
育
長
決
ま
る

人 事

　質

　疑

問

　バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト

の
屋
根
に
、
照
明
が
あ
れ
ば

長
時
間
使
用
が
で
き
、
施
設

の
有
効
利
用
が
可
能
で
は
。

答
　
屋
根
は
自
然
光
を
通
す

膜
状
で
照
明
は
な
い
。
照
明

を
使
用
す
る
時
期
・
時
間
は

少
な
く
、
費
用
が
か
か
る
た

め
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
昭
和
54
年
の
竣
工
か
ら
40

年
経
過
し
、
経
年
劣
化
し
て

い
ま
す
。
播
磨
中
学
校
と
の

親
子
給
食
に
対
応
し
た
給
食

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
塩
谷
建
設
㈱
と
、
５
億
７

５
３
０
万
円
で
契
約
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
工
期
は
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

小
学
校
給
食
施
設
の
整
備

契  約

●歳出の主なもの
　北池改修事業  1959万円
　子ども・子育て支援給付事業（福祉Ｇ） 1143万円
　都市公園施設改修事業 800万円

一般会計補正予算

望
海
公
園
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

請

　
　
　願

　
厚
生
教
育
常
任
委
員
長
か

ら
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

復
元
を
求
め
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
、
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。

意

　見

　書

播
磨
小
学
校

　
昭
和
49
年
の
竣
工
か
ら
45

年
経
過
し
経
年
劣
化
し
て
い

る
た
め
、
給
食
施
設
を
新
た

に
整
備
し
ま
す
。

　
㈱
池
内
工
務
店
と
５
億
２

７
０
万
円
で
契
約
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
工
期
は
令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

蓮
池
小
学
校

８月臨時会

　質

　疑

問

　対
象
者
に
「
保
護
者
の

疾
病
」
と
あ
る
が
、
通
院
や

急
病
の
場
合
も
対
象
と
な
る

の
か
。

答
　
保
護
者
の
疾
病
の
場
合

は
、
診
断
書
が
必
要
で
あ
る
。

申
請
日
以
降
か
ら
が
無
償
化

の
対
象
と
な
る
。

費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割

合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
請
願
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
３
日
の
本
会
議
で
厚

生
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
同
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
20
日
の
本
会

議
に
お
い
て
も
可
決
し
ま
し

た
。

▲学童保育で宿題も

▲完成イメージ
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一般会計および各特別会計決算額

公営企業会計決算額

収益的収支：経営活動の収益とこれに対する費用
資本的収支：将来のサービスの安定を図るための設備投資などに要する資金の収受

会　計　等　区　分 歳入総額
133億6784万円
45億8285万円
14億　733万円
24億8991万円
4億4691万円

222億9487万円

6億6440万円
4045万円

9億4920万円
5億3797万円
21億9205万円
244億8692万円

5億5646万円
1億2652万円
8億8835万円
7億1599万円
22億8733万円
224億3295万円

127億8881万円
44億6230万円

3936万円
24億2658万円
4億2854万円

201億4561万円

5億7903万円
1億2054万円
13億6796万円

6333万円
1837万円

21億4925万円

一般会計
　　　国民健康保険事業
　　　財産区
　　　介護保険事業
　　　後期高齢者医療事業

合　　計

一般・特別会計の計

下 水 道
事業会計

歳出総額 歳入歳出差引額

会　計　等　区　分

公営企業会計の計

歳入総額 歳出総額

収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）

水　　道
事業会計

収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）

　
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月

13
日
・
17
日
・
18
日
の
３
日
間
で
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細

書
な
ど
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
全
て
の
会
計
決
算
を
可
決
お
よ
び
認
定

し
ま
し
た
。

30年度
決算審査

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

決
算
額
は
、
歳
入
が
222
億
９
４
８
７
万
円
、
歳
出
が
201

億
４
５
６
１
万
円
で
す
。
こ
の
決
算
額
を
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
公
営
企
業
会
計

に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
歳
入
で
11
億
３
０
６
５
万

円
（
４
・
８
％
）
、
歳
出
で
１
億
４
０
６
３
万
円
（
０
・

７
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
決
算
規
模
は
歳
入
、
歳

出
と
も
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
力
指
数
（
過
去
３
カ
年
平
均
）
は
、
平

成
30
年
度
は
０
・
８
９
２
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
よ

り
０
・
０
０
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
他
方
、

経
常
収
支
比
率
は
93
・
３
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・

０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
前
年
度
改
善
し
て
い
た
財
政
の

弾
力
性
が
若
干
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
監
査
委
員
よ
り
、
「
今
後
の
財
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
社
会
・
経
済
の
構
造
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
た
事
業
の
選
択
を
行
い
、
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

た
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
ら
れ
、
引

き
続
き
財
政
基
盤
の
安
定
化
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

望
む
も
の
で
あ
る
。
」
と
、
意
見
を
受
け
て
い
ま
す
。

決算総額201億4561万円を認定決算総額201億4561万円を認定平成30年度平成30年度

私たちの税金はどう使われたか？

特
別
会
計

財
政
力
指
数
と
は（
県
下
12
町
の
平
均
　
０
・
５
１
）

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
の
強
弱
を
示
し
、
１
に
近

い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
と
は（
県
下
12
町
の
平
均
　
89
・
４
％
）

　
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
経
常
的
な
支
出
に
対
し
て
、

町
税
な
ど
の
経
常
的
収
入
が
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て
い

る
の
か
を
示
す
も
の
で
、
比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
構
造

の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
は

　
一
般
会
計
は
、
行
政
の
基
本
的
な
経
費
（
福
祉
・
教
育
・
土
木
な
ど
）

に
要
す
る
経
費
を
町
税
な
ど
、
主
な
財
源
と
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

特
別
会
計
と
は

　
事
業
目
的
を
限
定
し
、
特
定
の
歳
入
歳
出
で
経
理
す
る
会
計
で
す
。

9月3日
本会議で審議開始
→提案説明・質疑
→決算特別委員会を設置

決算審議の流れ

9月13日
17日
18日

決算特別委員会の審査
→グループ別補足説明・質疑

9月18日
決算特別委員会の審査終了
→討論・採決

9月20日
本会議で審議
→委員長報告・質疑
→討論・採決

※千円以下は切り捨てしているため、合計が合わない場合があります。

※自主財源：町が自らの権限に基づき自主的に徴収できる財源。
　依存財源：国または県から定められた額を交付、割り当てられる財源。歳　出 歳　入

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

公債費

消防費

その他

総額

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

公債費

消防費

その他

総額

37億6255万円

28億6879万円

23億5453万円

10億9727万円

10億1183万円

8億7403万円

4億9151万円

3億2830万円

127億8881万円

37億6255万円

28億6879万円

23億5453万円

10億9727万円

10億1183万円

8億7403万円

4億9151万円

3億2830万円

127億8881万円

歳出 127億8881万円
一般会計

歳入 133億6784万円
平成30年度決算

3億8886万円

16億7126万円

4億5665万円

3億  146万円

6814万円

3315万円

2158万円

4341万円

13億8077万円

3億8886万円

16億7126万円

4億5665万円

3億  146万円

6814万円

3315万円

2158万円

4341万円

13億8077万円

▼

▲

▲

▼

▼

▲

▲

▼

▲

前年度比較

町税

繰入金

繰越金

諸収入など

町債

国庫支出金

県支出金

地方交付税

その他

総額

町税

繰入金

繰越金

諸収入など

町債

国庫支出金

県支出金

地方交付税

その他

総額

54億8364万円

21億3238万円

2億4289万円

6億3969万円

14億    31万円

12億7661万円

7億6152万円

6億2367万円

8億  710万円

133億6784万円

54億8364万円

21億3238万円

2億4289万円

6億3969万円

14億    31万円

12億7661万円

7億6152万円

6億2367万円

8億  710万円

133億6784万円

平成30年度決算

3854万円

16億5094万円

7739万円

4億  152万円

2億8750万円

7348万円

1億8675万円

5410万円

1025万円

11億1690万円

3854万円

16億5094万円

7739万円

4億  152万円

2億8750万円

7348万円

1億8675万円

5410万円

1025万円

11億1690万円

▼

▲

▼

▼

▲

▼

▼

▼

▲

▲

前年度比較

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

一般会計

▲ ▼増加 減少
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▲開園した新設保育園

暮
ら
し
と
決
算
を
議
会
が
た
だ
す
！
　
　
　決
算
特
別
委
員
会

暮
ら
し
と
決
算
を
議
会
が
た
だ
す
！
　
　
　決
算
特
別
委
員
会

▲役場入り口近くにある見つけにくい意見箱▲自転車は駐輪場へ▲補助制度のある筆談ボード

新幹線側道に雑草が繁茂
している。水路清掃やクリー
ンキャンペーンなどで除草を
しているが、町の除草時期は。

自治会の清掃活動を考慮
して、町としての除草時期が
決まれば沿線の自治会にお知
らせをしていきたい。

Q

A

10月から開園する小規
模保育園によって、待機児童
の解消は図れるか。

現在102名の待機児童が
いる。新設保育園は０歳から
２歳児を受け入れる施設で定
員が19名であり、全ては解
消できない。

Q

A

災害時の備蓄計画にペッ
トボトルの水がない。備蓄す
る考えは。

災害時の飲料水は上下水
道グループによる配水や協定
に基づく流通備蓄で対応する。
今後はペットボトルの備蓄も
考えていく。

Q

A

町民の意見を聴くために庁
舎入り口近くに意見箱がある
が、来庁者にわかりにくい。新た
にコーナーを設けるべきでは。

意見箱については、大き
くしたり、皆さんにわかるよ
うにしたい。意見箱だけでな
くメールや電話などでも意見
をいただいている。

Q

A

学校体育館のステージ部
分をコート部分と区切り、子
どものダンスチームや合唱団
などへ貸し出しできないのか。

ステージだけの貸し出し
という設定はない。ステージ
側コートを借りると、使用可
能である。

Q

A

子育て家庭ショートステ
イは、保護者の病気などの他
に育児放棄の場合なども利用
できるのか。

保護者の病気や冠婚葬祭
を理由に利用できる。ＤＶや
育児放棄などの場合も緊急一
時的に利用できる。

Q

A

障がいのある人も安心し
て暮らせるまちのバリアフ
リーを目指すための、商店な
どへの補助の実績は。

商店にはないが、自治会
公民館や社会福祉協議会、金
融機関のスロープ工事や筆談
ボード購入に補助を行った。

Q

A

土山駅自由通路と播磨町
駅地下道のエレベーター保守
点検委託料の算定方式、委託
先の選定は適正か。

保守点検業者に見積もり
合わせをして随意契約をして
いる。年４回の点検を実施し
ている。

Q

A

土山駅南側のBiVi土山
周辺に放置自転車が多数あり、
歩行者の安全確保や美観を損
ねているが対応策は。

シルバー人材センターに
見回りを委託し注意喚起を行
っている。近隣からの苦情も
あり今後も対策を検討する。

Q

A

新生児の誕生を祝い、１
年間有効の記念写真撮影券を
交付しているが、撮影できる
期限を過ぎた件数は。

平成29年度で54件、平
成30年度は27件である。町
からは期限が切れる３カ月前
に案内を出している。

Q

A

自治会管理の街灯のLED
化率は。またLED化早期実現
に向けての方策は。

LED化率は約68％であ
る。費用の約半額を補助して
おり、今後も１万円の補助は
継続する。

Q

A

町内でアライグマを目撃
したとの情報が寄せられてい
る。特定外来生物としてどの
ように対処しているのか。

捕獲器を仕掛け捕獲し、
殺処分している。群れで生息
しているが生息統計はとれて
いない。

Q

A

意見を聴く
コーナーを

バリアフリーの
推進は 街灯の早期LED化を

新幹線側道の
除草は

エレベーターの
点検は

駅周辺の
自転車整理は

災害時の水の確保は学校開放管理運営は

待機児童の解消は アライグマの把握は記念撮影券の
未使用分は

子育て
ショートステイ
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ここを　  うここを　  う問問町政

質問者 質　　問　　事　　項

1 新政会松下　嘉城
（１）教員の夏季休暇取得は　　　（２）小・中学校での携帯電話の取り扱いは
（３）農業用水路の維持管理は

2 無所属宮宅　良
（１）持続可能なまちづくりを
（２）共生社会の実現を

3 公明党木村　晴恵
（１）障がい児福祉支援を
（２）災害時の避難所等におけるトイレの設置は

4 新政会奥田　俊則
（１）債権管理は
（２）町における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画は

5 無所属大北　良子
（１）子どもの貧困対策の推進に関する法律について
（２）町内施設のさらなる活用に向けて

6 政風会藤原　秀策
（１）狭隘道路整備の見直しを　　（２）町立施設の利用料は
（３）ゴミの個別収集は　　　　　（４）物品等の購入の入札は

7 日本共産党松岡　光子
（１）「ヒバクシャ国際署名」を　　（２）自衛隊適格者名簿提供に問題は
（３）国民健康保険税の引き下げを

8 日本共産党野北　知見
（１）高齢者の交通対策は
（２）学校給食費は

▲夏休みの校庭

松下  嘉城

問　

学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
推
進
に
向
け
、
夏
季

長
期
休
業
期
間
中
で
の
教
員

の
休
暇
取
得
は
。

答　

夏
季
休
暇
は
９
月
末
ま

で
取
得
で
き
る
。
小
・
中
学

校
と
も
に
平
均
10
日
程
度
の

休
暇
（
年
休
・
夏
休
な
ど
）

取
得
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
な
ど
へ
の
参
加
日
数
は

自
主
的
・
計
画
的

に
参
加

教
育
長

問　

教
育
委
員
会
が
行
う
研

修
や
、
各
学
校
に
お
け
る
教

材
研
究
、
授
業
研
究
な
ど
へ

の
参
加
状
況
は
。

答　

小
学
校
で
平
均
6.5
回
、

中
学
校
は
部
活
動
も
あ
り
、

3.7
回
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

教
員
に
よ
る
自
主
的
な
参
加

と
な
っ
て
い
る
。

携
帯
電
話
の
取
り
扱
い
は

原
則
持
ち
込
み
は

禁
止

教
育
長

問　

携
帯
電
話
の
学
校
へ
の

持
ち
込
み
に
つ
い
て
、
小
学

校
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
対

応
は
。

答　

小
・
中
学
校
と
も
文
部

科
学
省
か
ら
の
通
知
を
受
け
、

持
ち
込
み
は
原
則
禁
止
と
し

て
い
る
。

農
業
用
水
路
の
維
持
管
理
は

地
元
住
民
で
対
応

喜
多
理
事

問　

農
業
用
水
路
の
清
掃
は
、

明
確
に
分
担
さ
れ
実
施
し
て

き
た
が
、
非
農
家
で
あ
る
地

元
住
民
の
負
担
が
増
え
て
き

て
い
る
。

答　

個
々
の
家
屋
な
ど
か
ら

雨
水
流
入
が
あ
り
、
住
民
に

清
掃
を
お
願
い
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
地
域
で
清
掃
が
困

難
な
水
路
は
個
別
に
相
談
を

受
け
対
応
し
て
い
る
。

一

般

質

問

新政会教員の夏季休暇取得は
小・中学校とも10日前後教育長

▲持続可能な播磨町へ新たな一歩

宮宅  良

問　

本
町
で
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
10
年
間
の
第
５
次
総

合
計
画
策
定
（
地
方
創
生
総

合
戦
略
含
む
）
を
予
定
し
て

い
る
。
今
後
の
町
の
方
向
性

を
決
め
る
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
17
の
目

標
）
を
最
大
限
反
映
さ
せ
る

好
機
で
あ
る
。
次
期
総
合
計

画
に
取
り
入
れ
、
実
践
す
べ

き
で
は
。

答　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念

を
自
治
体
で
実
現
す
る
こ
と

が
、
地
方
創
生
の
推
進
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
。
次
期
総

合
計
画
に
お
い
て
、
地
方
創

生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取

り
込
み
た
い
。

無所属 自治体ＳＤＧｓの実践を
次期総合計画に取り込む町　長

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
効
果
的
に

実
践
す
る
た
め
に
は
、
住
民

や
企
業
な
ど
、
多
く
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係

者
）
と
水
平
的
な
連
携
が
必

要
で
は
。

答　

自
治
体
の
既
存
の
仕
組

み
や
人
材
に
限
ら
ず
、
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
。
行
政

や
住
民
、
企
業
な
ど
が
対
等

の
立
場
で
自
由
な
意
見
交
換

や
事
業
実
施
が
行
わ
れ
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
の
活
用
を

可
能
性
を

探
っ
て
い
く

町
長

問　

地
域
生
活
支
援
拠
点
や

居
場
所
と
し
て
、
ゆ
う
あ
い

プ
ラ
ザ
の
キ
ッ
チ
ン
な
ど
を

活
用
す
べ
き
で
は
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

探
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

問　

提
言
し
て
き
た
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
、
社
協
が
開
設

予
定
で
あ
る
。
介
護
職
員
の

確
保
や
養
成
が
重
要
に
な
る
。

支
援
が
必
要
で
は
。

答　

関
係
機
関
と
連
携
し
、

町
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

９月10～11日の２日間、８人の議員が一般質問を行い、
町政全般にわたり町当局の考えをただしました。

一般質問とは、議員が町政全般にわたり、その
執行状況または将来の方針に対する質疑、政策
的提言などを執行機関に行うものです。

ここを　  うここを　  う問問町政
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木村  晴恵

奥田  俊則

問　

来
年
一
月
に
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
よ
り
25
年
目
と

な
る
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
に

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

災
害
時
に
ト
イ
レ
を
我
慢
し

て
水
を
飲
ま
な
か
っ
た
り
食

事
を
摂
ら
な
い
た
め
に
、
血

液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
心
臓

に
負
担
を
か
け
て
、
死
を
招

い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
発

災
直
後
の
ト
イ
レ
は
排
泄
物

で
一
杯
に
な
り
、
劣
悪
な
衛

生
状
態
と
な
る
。
避
難
所
で

安
心
し
て
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
災
害
用
ト
イ
レ
を

備
え
る
計
画
と
改
善
す
る
体

制
を
構
築
す
る
べ
き
で
は
。

一

般

質

問

公明党

新政会

災害時のトイレ設置は

債権管理は

備蓄計画に基づき実施

マニュアルを策定

町　長

浅原理事

▲子ども食堂や居場所づくりを

大北  良子

藤原  秀策

問　

本
年
６
月
に
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
で
都
道
府

県
に
限
ら
れ
て
い
た
計
画
策

定
の
努
力
義
務
が
各
家
庭
の

生
活
に
よ
り
身
近
な
市
区
町

村
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
。

　

未
来
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
は
、
地
域
の

人
た
ち
に
囲
ま
れ
、
見
守
ら

れ
る
経
験
を
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
考
え
る
。

　

本
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、

子
ど
も
食
堂
や
居
場
所
づ
く

り
へ
の
支
援
は
。

答　

法
に
基
づ
く
町
の
新
た

問　

播
磨
町
狭
隘
道
路
整
備

要
綱
の
１
条
に
は
、
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
道
路
用

地
確
保
及
び
整
備
を
行
う
事

に
よ
り
、
住
民
の
日
常
生
活

の
利
便
性
向
上
、
生
活
環
境

の
整
備
及
び
災
害
時
に
お
け

る
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
と
定
め
て
い

る
。
寄
附
、
買
取
り
、
無
償

（
使
用
）
提
供
に
分
類
さ
れ

て
い
る
が
、
無
償
提
供
す
る

場
合
に
、
地
権
者
に
測
量
な

ど
の
負
担
を
求
め
な
い
よ
う

見
直
す
べ
き
で
は
。

答　

無
償
使
用
契
約
は
、
所

有
権
取
得
を
伴
わ
な
い
た
め
、

測
量
費
用
の
負
担
は
、
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。

な
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の

必
要
性
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。
居
場
所
と
い
う
空
間
だ

け
で
な
く
学
習
支
援
や
食
事

提
供
な
ど
の
援
助
を
行
う
に

は
、
や
は
り
担
い
手
が
必
要

で
あ
り
、
行
政
主
体
で
は
限

界
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

様
々
な
主
体
に
よ
る
ス
ポ

ッ
ト
的
な
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も

へ
の
支
援
と
な
る
。
関
係
団

体
な
ど
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば

支
援
し
た
い
。

施
設
申
し
込
み
を
ネ
ッ
ト
で

現
状
ど
お
り

窓
口
で

町
長

問　

公
共
施
設
の
申
込
や
問

い
合
わ
せ
を
ネ
ッ
ト
や
ア
プ

リ
な
ど
と
窓
口
の
併
用
に
す

れ
ば
、
大
学
生
な
ど
昼
間
に

申
し
込
み
に
行
け
な
い
住
民

の
利
用
も
増
え
る
の
で
は
。

答　

申
し
込
み
は
現
状
ど
お

り
窓
口
で
行
う
。
施
設
の
情

報
発
信
は
指
定
管
理
者
に
任

せ
て
い
る
。
他
市
町
の
現
状

を
聞
き
取
り
し
た
上
で
ト
ラ

ブ
ル
対
策
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
研
究
し
て
今
後

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

無所属

政風会

子どもの支援の方向性は

無償使用契約の見直しを

提案があれば支援したい

現在は考えていない

町　長

喜多理事

度
以
降
は
債
権
ご
と
に
回
収

率
の
目
標
を
設
定
し
、
収
入

未
済
額
の
縮
減
を
図
っ
て
い

る
。
債
権
管
理
条
例
案
は
、

議
会
で
否
決
さ
れ
、「
条
例

案
に
つ
い
て
慎
重
に
進
め
る

こ
と
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
各
債
権
の
管
理
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
条
例
案
の

提
案
時
期
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
。

女
性
職
員
の
活
躍
推
進
は

法
に
基
づ
く

特
定
事
業

浅
原
理
事

問　

特
定
事
業
主
行
動
計
画

に
基
づ
く
、
女
性
職
員
の
多

様
な
ポ
ス
ト
へ
の
配
置
は
。

ま
た
管
理
職
の
女
性
割
合
の

引
き
上
げ
は
。

答　

女
性
職
員
の
配
置
数
は

増
加
傾
向
で
、
管
理
職
は

13
・
６
％
で
と
も
に
計
画
を

達
成
し
て
い
る
。

問　

日
常
業
務
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
支
援
す
る
メ
ン
タ
ー

制
度
を
導
入
し
て
は
。

答　

既
に
エ
ル
ダ
ー
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

調
査
・
研
究
し
た
い
。

ゴ
ミ
の
個
別
収
集
は

研
究
し
た
い

尾
崎
理
事

問　

自
宅
の
ゴ
ミ
を
集
積
場

ま
で
運
ぶ
の
が
難
し
い
高
齢

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

環
境
省
は
、
自
治
体
な
ど
が

高
齢
者
宅
ま
で
出
向
い
て
回

収
を
行
う
ゴ
ミ
出
し
支
援
制

度
の
拡
充
方
針
を
決
め
た
。

　

高
齢
化
の
進
展
、
核
家
族

化
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
た
こ
と
で
、
家
族
や

近
隣
住
民
の
手
助
け
が
得
ら

れ
な
い
高
齢
単
身
世
帯
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

声
か
け
に
よ
る
見
守
り
や
安

否
確
認
も
で
き
る
。
本
町
に

お
い
て
も
ゴ
ミ
出
し
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
要
件
の
緩
和

を
。

答　

高
齢
化
が
進
む
こ
と
に

よ
り
、
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
に

な
る
人
も
増
加
す
る
と
認
識

し
て
い
る
。
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
地
域
の
中
で
の
見
守

り
や
安
否
確
認
に
つ
な
が
る

方
法
を
研
究
し
た
い
。

答　

発
災
直
後
に
つ
い
て
は
、

携
帯
ト
イ
レ
・
簡
易
ト
イ
レ

の
使
用
か
ら
始
ま
り
、
数
週

間
の
間
に
町
で
備
蓄
し
て
い

る
組
立
式
仮
設
ト
イ
レ
の
使

用
を
考
え
て
い
る
。
下
水
道

の
損
傷
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
確
認
で
き
る
ま
で
は

簡
易
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
。

仮
設
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
後

に
つ
い
て
は
、
衛
生
的
に
ト

イ
レ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

共
助
が
重
要
で
あ
る
。
各
コ

ミ
セ
ン
単
位
で
の
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
な
ど
で
改
善
点

が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修

正
な
ど
を
行
う
。

利
用
者
に
適
切
日
数
支
援
を

窓
口
へ
相
談
を

町
長

問　

障
が
い
児
の
通
所
支
援

と
生
活
能
力
向
上
の
訓
練
を
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

実
施
し
て
い
る
。
今
後
利
用

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

相
談
し
や
す
い
体
制
を
。

答　

利
用
者
の
状
態
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
不
自
由
な
点

が
あ
れ
ば
相
談
し
て
ほ
し
い
。

問　

地
方
財
政
が
厳
し
さ
を

増
す
中
、
適
正
で
厳
格
な
債

権
管
理
は
、
住
民
か
ら
「
怠

る
事
実
」
と
さ
れ
な
い
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
グ
ル
ー
プ
で
収
入
未
済
額

を
減
ら
す
目
標
に
対
す
る
実

績
、
債
権
管
理
条
例
制
定
の

そ
の
後
の
検
討
は
。

答　

債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
、
債
権
管
理
に
係

る
基
礎
知
識
の
取
得
や
事
務

管
理
に
活
用
し
、
徴
収
技
術

の
向
上
お
よ
び
効
果
的
・
効

率
的
な
回
収
に
努
め
て
い
る
。

目
標
に
対
す
る
実
績
は
、
各

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
強
化

に
よ
り
収
入
未
済
額
は
年
々

減
少
し
て
い
る
。
平
成
30
年

▲組立式仮設トイレ

▲税負担の公正公平を▲無償使用契約の相談があったが

ここを　  うここを　  う問問町政
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▲「ヒバクシャ国際署名」にご協力を

▲みんなで楽しい給食を

松岡  光子

野北  知見

問　

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

は
、「
後
世
の
人
び
と
が
生

き
地
獄
を
体
験
し
な
い
よ
う

に
、
生
き
て
い
る
間
に
何
と

し
て
も
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
し
た
い
」
と
の
想
い

か
ら
始
ま
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運

用
検
討
会
議
に
参
加
す
る
各

国
の
代
表
に
核
軍
縮
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
訴
え

て
い
る
。
平
和
首
長
会
議
で

も
条
約
の
早
期
発
効
を
求
め

る
決
議
が
さ
れ
た
。
署
名
を

運
動
と
し
て
住
民
と
共
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答
　
本
町
は
、
恒
久
平
和
の

実
現
を
め
ざ
し
「
核
兵
器
廃

絶
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
っ
て

お
り
、
核
兵
器
廃
絶
の
趣
旨

問　

近
年
、
学
校
給
食
費
に

つ
い
て
は
「
食
育
の
推
進
」

「
経
済
的
負
担
の
軽
減
」
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
無
償
に

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、

給
食
費
無
償
化
の
考
え
は
。

答
　
行
政
と
し
て
、
国
の
全

面
的
な
支
援
が
あ
れ
ば
あ
り

が
た
い
が
負
担
が
大
き
い
。

今
で
も
教
育
予
算
は
多
額
の

費
用
を
か
け
て
お
り
、
無
償

化
の
考
え
は
な
い
。

　
低
所
得
世
帯
に
は
、
就
学

援
助
制
度
で
給
食
費
の
全
額

を
援
助
し
て
い
る
。

問　

就
学
援
助
制
度
の
受
給

家
庭
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

無
償
化
が
難
し
い
の
で
あ
れ

一

般

質

問

日本共産党

日本共産党

署名を住民と共に

学校給食費無償化は

独自活動は考えていない

無償化の考えはない

町　長

町　長

に
賛
同
し
平
和
首
長
会
議
や

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議

会
に
も
加
盟
し
て
い
る
。
条

約
へ
の
署
名
は
国
政
レ
ベ
ル

で
議
論
さ
れ
る
べ
き
事
案
と

考
え
、
今
後
の
動
向
を
見
守

り
た
い
。

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、

庁
舎
内
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
設

置
、
返
信
付
き
署
名
用
紙
の

配
布
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る

市
町
も
あ
る
。
本
町
の
考
え

は
。

答
　
実
施
自
治
体
の
情
報
は

把
握
し
て
い
る
。
町
独
自
の

署
名
活
動
は
考
え
て
い
な
い
。

閲
覧
・
書
き
写
し
不
許
可
に

認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る

岡
本
理
事

問
　
憲
法
９
条
改
憲
の
動
き

が
強
ま
る
中
、
自
衛
隊
適
齢

者
名
簿
作
成
に
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
・
書
き
写
し
な
ど

は
、不
許
可
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
閲
覧
リ
ス
ト
提
供
で
毎

年
約
600
人
の
書
き
写
し
を
許

可
し
て
い
る
。
自
衛
隊
法
、

住
民
基
本
台
帳
法
上
認
め
ら

れ
て
い
る
。

ば
、
所
得
基
準
の
緩
和
な
ど

は
で
き
な
い
か
。

答
　
所
得
基
準
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
で
き
な
い
か
現
在
検

討
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
交
通
対
策
を
早
く

実
現
に
向
け

検
討
し
て
い
る

町
長

問
　
高
齢
者
の
交
通
対
策
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
要
望
も

多
い
。
す
で
に
多
く
の
自
治

体
で
何
ら
か
の
対
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
予
算
に
、
タ
ク
シ

ー
券
補
助
制
度
な
ど
の
考
え

は
。

答
　
交
通
弱
者
は
高
齢
者
に

限
っ
て
は
い
な
い
が
、
取
り

あ
え
ず
高
齢
者
や
免
許
証
返

納
者
な
ど
の
移
動
手
段
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
券
補
助
な
ど

が
で
き
な
い
か
内
部
で
検
討

し
て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
る

が
、
来
年
度
の
予
算
の
中
で

何
ら
か
の
前
進
が
で
き
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

議案などの審議結果【令和元年8月臨時会・9月定例会】

賛 否 の分かれた議案
（○…賛成、×…反対、欠…欠席）

議　案　名
賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

議
決
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

野
北
　
知
見

松
岡
　
光
子

宮
宅
　
　
良

大
北
　
良
子

香
田
　
永
明

大
瀧
　
金
三

木
村
　
晴
恵

松
下
　
嘉
城

河
野
　
照
代

神
吉
　
史
久

岡
田
千
賀
子

藤
原
　
秀
策

奥
田
　
俊
則

藤
田
　
　
博

町
長
提
出

人事 播磨町教育長の任命同意（横田　一氏） 11 2 可決 9/20 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × 〇

予算 令和元年度播磨町後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第１号） 10 2 可決 9/3 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 欠

決算 平成３０年度播磨町後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算認定 11 2 可決 9/20 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

※　播磨町議会の現議員数は1４人です。採決は、全議員の過半数（７人）以上の出席を要し、議長を除く出席議員の過半数の賛成をもって
可決されます。ただし、法律に別の定めがある特別多数議決の場合は、この過半数議決は適用されません。

※　議長は採決に加わりませんので、「－」で表示しています（議長＝議席10番神吉史久。議長不在などの場合には副議長が議長を務めます）。
ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全  員  賛  成 で可決・認定・同意した議案

議　案　名 議決日

町
長
提
出

条
例

▶播磨町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制定
▶播磨町会計年度任用企業職員の給与の種類及び基準に関する条例制定
▶地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定
▶地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律等の
　規定により条例に委任された基準等を定める条例の一部を改正する条例制定
▶特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定
▶播磨町税条例等の一部を改正する条例制定
▶播磨町学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定
▶播磨町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
　する条例制定
▶播磨町消防団条例の一部を改正する条例制定
▶播磨町立幼稚園保育料徴収条例を廃止する条例制定
▶播磨町立幼稚園における一時預かり保育料徴収条例の一部を改正する条例制定
▶播磨町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定

9/3

予
算

▶令和元年度播磨町一般会計補正予算（第４号）
▶令和元年度播磨町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
▶令和元年度播磨町財産区特別会計補正予算（第１号）
▶令和元年度播磨町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
▶令和元年度播磨町水道事業会計補正予算（第１号）
▶令和元年度播磨町下水道事業会計補正予算（第１号）

9/3

▶令和元年度播磨町一般会計補正予算（第５号） 9/20

決
算

▶平成３０年度播磨町一般会計歳入歳出決算認定
▶平成３０年度播磨町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定
▶平成３０年度播磨町財産区特別会計歳入歳出決算認定
▶平成３０年度播磨町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定
▶平成３０年度播磨町水道事業会計利益の処分及び決算認定
▶平成３０年度播磨町下水道事業会計利益の処分及び決算認定

9/20

契
約

▶工事請負契約締結（播磨小学校給食施設整備工事）
▶工事請負契約締結（蓮池小学校給食施設整備工事） 8/13

▶工事請負契約締結（望海公園整備工事（第２期））
▶物品購入契約締結（小型動力ポンプ付積載車購入） 9/20

請願 ▶教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に関する件 9/20

委
員
会
提
出

意
見
書
▶教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の復元を求める意見書 9/20
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耐
震
化
に
向
け
て

総

務

建

設

総

務

建

設

■
８
月
８
日
開
催

大
中
地
区
（
第
一
工
区
）
基

幹
管
路
布
設
替
工
事

　

本
工
事
は
50
年
近
く
経
過

し
て
い
る
基
幹
管
路
（
管
径

500
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
耐
震

化
を
進
め
る
工
事
で
あ
る
。

管
路
の
移
設
や
布
設
替
の
際

に
断
水
す
る
こ
と
な
く
、
ま

た
断
水
区
域
を
最
小
限
に
と

ど
め
て
短
時
間
で
行
い
、
水

の
流
れ
を
阻
害
す
る
こ
と
な

く
管
路
の
任
意
の
場
所
に
設

置
で
き
る
管
路
断
水
器
を
採

用
し
て
い
る
。

　

現
地
視
察
を
行
い
、
工
事

内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

　

現
制
度
は
全
国
一
律
の
指

定
基
準
と
し
て
導
入
さ
れ
、

事
業
者
数
が
大
幅
に
増
加
し

た
が
、新
規
の
指
定
の
み
で
、

休
廃
止
な
ど
の
実
態
が
反
映

さ
れ
づ
ら
く
、
無
届
け
工
事

や
不
良
工
事
も
発
生
し
て
い

る
。
資
質
の
保
持
や
実
態
と

の
か
い
離
の
防
止
を
図
る
た

め
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
事

業
者
の
指
定
を
５
年
ご
と
の

更
新
制
と
し
不
適
格
業
者
は

排
除
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
る
。

　

更
新
制
の
導
入
に
伴
い
、

更
新
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

現
在
播
磨
町
に
お
い
て

登
録
業
者
は
何
社
あ
る
の
か
。

答　

189
社
で
す
。

第
５
次
播
磨
町
行
政
改
革
大

綱
の
策
定

　

平
成
22
年
に
策
定
し
た
第

４
次
播
磨
町
行
政
改
革
大
綱

の
計
画
期
間
が
本
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
以
降
の
次
期
行
政
改
革

大
綱
を
策
定
す
る
。

　

行
政
改
革
の
必
要
性
を
説

明
す
る
も
の
と
し
て
、背
景
、

基
本
方
針
と
取
り
組
み
事
項
、

計
画
の
進
捗
管
理
、
計
画
の

公
表
の
４
つ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

大
綱
策
定
後
、
一
年
経

過
し
不
具
合
が
出
た
場
合
は
、

軌
道
修
正
し
て
ニ
年
目
に
反

映
さ
せ
る
の
か
。

答　

大
綱
に
つ
い
て
は
、
基

▲大中地区の管路布設替工事を視察

本
的
に
そ
の
実
施
計
画
に
合

わ
せ
る
形
で
考
え
て
い
る
が
、

柔
軟
に
見
直
し
て
い
き
た
い
。

■
７
月
10
日
研
修

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
「
自
治
へ
の
関
心
と
参
加
、

関
係
性
を
高
め
る
発
信
へ
」

の
講
義
を
受
け
、
３
分
科
会

に
分
か
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参

加
し
た
。

研
修
内
容

①
議
会
報
の
意
義
・
目
的
・

位
置
付
け
に
つ
い
て
。
住
民

参
加
が
前
提
で
、
関
心
度
の

高
い
情
報
提
供
な
ど
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
。

②
議
会
だ
よ
り
の
内
容
は
住

民
目
線
で
あ
る
こ
と
。
論
点

を
整
理
し
、
読
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
。

③
伝
わ
る
広
報
へ
の
編
集
ス

キ
ル
は
、
瞬
時
に
内
容
が
把

握
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
見

出
し
・
写
真
・
記
事
の
絞
り

込
み
・
余
白
も
有
効
に
使
う
。

④
各
企
画
の
進
化
充
実
を
図

る
。
手
に
取
り
た
く
な
る
表

紙
・
議
案
と
議
事
の
公
開
・

住
民
登
場
企
画
な
ど
、
関
心

を
集
め
る
編
集
が
重
要
で
あ

る
。

■
７
月
11
日
視
察

滋
賀
県
竜
王
町
議
会

　

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
平
成
27
年
・
28
年

度
に
【
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部

門
賞
】【
表
紙
写
真
賞
】
を

受
賞
し
た
先
進
地
の
広
報
紙

作
り
を
視
察
研
修
し
た
。

視
察
内
容
・
編
集
方
針

　

情
報
公
開
の
徹
底
を
基
本

に
し
て
、「
伝
え
る
、伝
わ
る
、

つ
な
が
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

町
民
（
次
世
代
を
担
う
中
学

生
に
も
）
に
伝
わ
る
広
報
を

目
指
し
、
文
章
は
分
か
り
や

す
く
、
正
確
・
簡
潔
に
、
記

事
は
公
平
・
中
立
・
客
観
的

に
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
る
。
原
稿
作
成
は
、企
画
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真
撮
影
す

べ
て
を
委
員
が
行
う
。

読
者
に
伝
わ
る
議
会
報
を

厚

生

教

育

厚

生

教

育

広

報

公

聴

広

報

公

聴

■
７
月
29
日
開
催

学
校
給
食
施
設
整
備
計
画
の

変
更

　

南
小
学
校
の
親
子
給
食
施

設
は
、
令
和
２
年
度
に
補
助

金
交
付
を
受
け
繰
り
越
し
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
補
助

金
交
付
に
お
け
る
繰
り
越
し

要
件
に
合
致
し
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
令

和
３
年
度
に
補
助
金
交
付
申

請
し
、
令
和
４
年
４
月
に
供

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
変
更

し
た
。

学
校
給
食
公
会
計
導
入
に
向

け
て
の
取
り
組
み
状
況

　

平
成
31
年
３
月
ま
で
各
校

で
給
食
費
管
理
台
帳
の
試
験

運
用
を
実
施
し
、
４
月
か
ら

本
格
運
用
に
入
っ
た
。
管
理

台
帳
は
、
滞
納
が
あ
っ
た
時

点
で
作
成
し
、
６
年
間
使
用

で
き
る
様
式
で
あ
る
。
今
後

は
、
学
校
給
食
会
で
の
債
権

放
棄
な
ど
に
関
す
る
対
応
や

公
会
計
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

を
踏
ま
え
て
公
会
計
に
移
行

す
る
考
え
で
あ
る
。

広
報
紙
全
体
の
特
色

　

広
報
紙
は
い
か
に
手
に
取

っ
て
も
ら
え
る
か
が
重
要
で
、

人
物
の
写
真
を
多
用
す
る
。

ま
た
、
季
節
感
と
タ
イ
ム
リ

ー
さ
を
考
え
、
直
近
の
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、写
真
班
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
・
委
員
会

記
事
班
と
固
定
化
さ
せ
、
同

じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
委
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
る
点
で
あ
る
。

　

徹
底
し
た
住
民
目
線
で
子

ど
も
に
も
分
か
り
や
す
く
、

細
部
に
神
経
の
行
き
届
い
た

広
報
紙
づ
く
り
を
学
ん
だ
。

▲白熱の意見交換研修会

　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくりに
向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

学
校
給
食
施
設
整
備

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

給
食
費
徴
収
の
移
管
時

期
は
。

答　

早
く
て
も
令
和
３
年
度

が
最
短
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

広
域
ご
み
処
理
事
業

　

高
砂
市
に
委
託
し
て
い
る

広
域
ご
み
処
理
事
業
の
東
播

臨
海
広
域
ご
み
処
理
連
絡
会

議
が
開
催
さ
れ
、
報
告
協
議

が
行
わ
れ
た
。

１　

施
設
整
備
・
運
営
事
業

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
既

存
施
設
の
解
体
工
事
を
完
了
、

ま
た
新
施
設
の
建
設
工
事
に

着
手
。

２　

周
辺
道
路
整
備
事
業
は
、

工
事
区
間
の
道
路
舗
装
工
事

を
実
施
。

３　

施
設
周
辺
整
備
事
業
は
、

交
差
点
安
全
確
認
カ
メ
ラ
設

置
と
梅
ノ
井
井
戸
枠
の
移
設

工
事
を
実
施
。

平成30年度政務活動費の決算報告

会　派 議員名 交付額
（収入額）

支　　　出　　　額
返還額 主な支出内容

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 計

公 明 党 木村晴恵　大瀧金三 240,000 32172 0 0 3,102 35,274 204,726 先進地調査（10月）
書籍購入

新 政 会
神吉史久　奥田俊則

　河野照代　藤田 博
　松下嘉城

600,000 80,433 0 0 89,376 169,809 430,191 先進地調査（10月）
書籍購入

政 風 会 藤原秀策
　岡田千賀子 240,000 0 92,546 0 ,112,512 205,058 34,942 研修会参加（４月、10月、２月）

書籍購入

日本共産党 松岡光子　田中久子 240,000 0 178,736 0 49,953 228,689 11,311 研修会参加（４月、７月、11月）
書籍購入

無 所 属 小原健一 120,000 0 103,288 0 17,270 120,558 0
研修会参加（４月、７月、10月、
11月、２月）
書籍購入

無 所 属 宮宅 良 120,000 0 105,864 0 15,584 121,448 0 研修会参加（５月、６月、11月）
書籍購入

無 所 属 香田永明（７月〜３月） 90,000 16,086 0 0 0 16,086 73,914 先進地調査（10月）

＝代表者　　※平成30年度中の議員（代表者を含む）表記しています。※無所属議員も交付対象です。

　政務活動費は、同じような考えを持つ議員たちで構成する会派に対し、半期ごとに所属議員1人当たり月額1万円が交付され、その
使途は行財政に関する調査研究費、講演会参加などの研修費、会議費、そして図書購入などの資料購入費に限っています。収支報告書
への領収書の添付も義務付けられています。平成30年度は165万円交付し、75万5084円の返還がありました。

（単位：円）会派別の使途など



●
皆
さ
ん
か
ら
の
質
疑

　
　子
ど
も
会
の
組
織
弱
体

化
に
よ
っ
て
子
ど
も
会
が
解

散
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

議
会
と
し
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
議
員
同
士
で
は
話
を
し

て
い
る
が
、
議
会
と
し
て
具

体
的
に
は
動
い
て
い
な
い
。

地
域
と
し
て
繋
が
り
を
大
切

に
し
て
協
力
し
合
っ
て
活
動

し
て
ほ
し
い
。

　空
き
家
が
増
え
て
き
て
、

住
環
境
の
悪
化
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

　
空
き
家
に
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
連
絡
先

な
ど
を
聞
い
て
お
く
の
も
有

効
と
考
え
る
。

　通
学
路
に
側
溝
が
深
い

箇
所
が
あ
り
、
危
険
と
感
じ

る
。
危
険
個
所
の
チ
ェ
ッ
ク

を
町
が
し
て
ほ
し
い
。

　
深
い
側
溝
に
は
柵
が
あ

いきいきいきいきいきいき インタビュー

議会と語ろう会
　
今
回
は
二
子
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
要
請
を
受
け
て
「
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
二
子
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
、
独
自
で
実
施
し
て
い
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
地
元
シ
ニ
ア
の
方
か
ら
は
、
導
入
し
て
３
年
目
に
な
り
、
浸
透
し

て
き
て
い
る
の
で
、
仕
組
み
が
広
が
れ
ば
い
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
報
告
書
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Q QA

議会報告会のご案内
　議会と身近な課題について語り合う機会として、各会場に７名の議員が伺い、「議会
報告会」を下記の日時に開催します。この「議会報告会」では、日ごろの議会活動の報
告も行う予定です。
　どなたでも参加できますので、ご都合のよい会場にお越しください。

野添コミセン（１班）令和元年
11月８日（金）午後７時～８時30分 西部コミセン（２班）

南部コミセン（１班）令和元年
11月９日（土）午後７時～８時30分 東部コミセン（２班）
◎班構成　【１班】神吉議長　木村議員　香田議員　野北議員　藤田議員　藤原議員　松下議員
　　　　　【２班】岡田副議長　大北議員　大瀧議員　奥田議員　河野議員　松岡議員　宮宅議員

AQA

る
が
、
１
メ
ー
ト
ル
未
満
の

側
溝
に
は
反
射
板
付
き
の
ポ

ー
ル
を
立
て
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。
（
終
了
後
、

場
所
の
状
況
確
認
を
行
い
ご

本
人
に
伝
え
ま
し
た
。
）

　播磨町や加古川市で地域のノラねこを減らすためのＴＮＲ＋Ｃ活動をしているＮＰＯ法人
ＫＡＴＺＯＣ（カゾック）地域ねこ部の堀部さん、湊さん、大杉さん、藤本さんにお話しを
伺いました。
　ＫＡＴＺＯＣ（カゾック）は、日本の家族をもじった名前で、ドイツ語で「猫」の意味を
持つＮＰＯ法人です。動物の適正飼育と動物愛護（ＴＮＲ＋Ｃ）を通じて地域貢献に寄与す
ることを目的とした団体です。

「
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
」

と
は
、
ど
う
い
う
活
動
で
す
か
。

　
増
え
す
ぎ
た
野
良
猫
の
不

妊
手
術
を
す
る
こ
と
で
、
糞

尿
の
被
害
が
減
少
し
、
さ
か

り
鳴
き
声
も
な
く
な
り
子
猫

を
産
ま
な
く
な
る
の
で
、
自

然
に
野
良
猫
を
減
ら
す
活
動

で
す
。

野
良
猫
は
ど
の
よ
う
に
捕
獲

し
て
い
る
の
で
す
か
。

　
地
域
の
情
報
を
得
て
、
場

所
を
特
定
し
、
捕
獲
器
を
仕

掛
け
ま
す
。
少
人
数
の
活
動

な
の
で
、
捕
獲
ま
で
日
数
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
妊
手
術
後
の
猫
は
ど
の
よ

う
に
見
分
け
る
の
で
す
か
。

　
不
妊
手
術
後
、
印
と
し
て

耳
に
Ｖ
字
カ
ッ
ト
を
入
れ
ま

す
。
そ
の
形
が
さ
く
ら
の
花

び
ら
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
さ
く
ら
ね
こ
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
ね
こ
」
へ
の
取
り

組
み
は
。

　
兵
庫
県
に
本
部
が
あ
る
公

益
財
団
法
人
「
ど
う
ぶ
つ
基

金
」
が
野
良
猫
の
殺
処
分
を

減
ら
す
た
め
に
、
全
国
の
動

物
病
院
な
ど
と
連
携
し
行
っ

て
い
ま
す
。
不
妊
手
術
に
要

す
る
費
用
は
、
基
金
が
助
成

金
を
出
し
、
多
く
の
病
院
で

は
野
良
猫
の
手
術
代
は
無
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
金
は

全
て
寄
附
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
ど
う
ぶ
つ
基
金
」
に
よ

る
と
、
手
術
後
の
野
良
猫
は
、

こ
の
14
年
間
で
10
万
匹
ほ
ど

に
な
り
、
協
力
す
る
病
院
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
ご
意
見

　
町
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が

送
ら
れ
て
く
る
が
、
項
目
が

多
く
細
か
す
ぎ
て
難
し
い
。

も
っ
と
簡
単
に
し
て
ほ
し
い
。

「地域猫」の活動をされている団体に伺いました「地域猫」の活動をされている団体に伺いました

▲地区を越えての参加もありました

今
後
の
課
題
は
。

　
殺
処
分
さ
れ
る
不
幸
な
命

を
な
く
す
た
め
の
、
野
良
猫

の
不
妊
活
動
を
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
一
言

　
こ
の
よ
う
な
団
体
が
あ
る

こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
の
理
解
と
協
力
の
も
と

活
動
し
て
い
き
た
い
。
　
　

　
猫
の
譲
渡
会
な
ど
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さくらねこです

※TNR+C活動とは

▲KATZOC（カゾック）地域ねこ部の皆さん
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Photo M
em
ory

フ
ォ
ト
メ
モ
リ
ー

　

播
磨
町
は
、
す
ご
く
便
利
が
良
く

て
、
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
電
車
が
Ｊ
Ｒ
と
山
陽
電

車
が
通
っ
て
い
て
、
駅
も
近
く
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
パ
ス
の
出
入

口
も
近
く
に
あ
り
、
神
戸
、
大
阪
、

姫
路
へ
と
て
も
行
き
や
す
い
か
ら
で

す
。
そ
れ
な
の
に
、
ま
だ
田
ん
ぼ
も

残
っ
て
い
て
、
虫
の
声
も
よ
く
聞
こ

え
る
の
ど
か
で
、
い
い
町
で
す
。
そ

ん
な
い
い
町
な
の
に
、
意
外
と
、「
播

磨
町
っ
て
ど
こ
？
」
っ
て
言
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
れ
は
、
な
ぜ

な
の
か
私
な
り
に
考
え
て
み
ま
し

た
。
多
分
ほ
か
の
町
の
人
が
播
磨
町

に
来
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
あ
い
て

い
る
土
地
や
埋
め
立
て
地
を
活
用
し

て
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
作

っ
た
り
、
せ
っ
か
く
海
が
近
い
の
で
、

砂
浜
を
作
っ
て
海
水
浴
が
で
き
る
き

れ
い
な
ビ
ー
チ
や
そ
こ
で
キ
ャ
ン
プ

が
で
き
る
施
設
を
作
っ
て
、
み
ん
な

が
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
播

磨
町
が
も
っ
と
有
名
に
な
れ
ば
、
私

は
う
れ
し
い
で
す
。

播磨南小学校６年
伊
い

藤
とう

　結
ゆ

優
う

さん

の作品です

表 紙 の 題 字 は

理
想
の
播
磨
町

　

９
月
議
会
が
終
わ
り
、
ふ

と
見
上
げ
る
空
が
澄
み
渡
り
、

朝
夕
の
肌
寒
さ
が
少
し
ず
つ

秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

秋
と
言
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
・

芸
術
に
加
え
食
欲
の
秋
で
す
。

食
欲
の
秋
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

ん
は
、
秋
の
味
覚
の
美
味
し

さ
以
上
に
、
夏
バ
テ
で
弱
っ

た
体
調
回
復
や
冬
に
備
え
て

栄
養
を
蓄
え
る
と
い
っ
た
役

割
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。　

　

と
は
言
え
体
重
の
増
加
も

心
配
の
一
つ
で
す
。
食
事
と

共
に
お
茶
な
ど
を
一
緒
に
摂

る
こ
と
で
食
べ
過
ぎ
を
防
ぎ

美
肌
の
大
敵
で
あ
る
便
秘
を

防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

秋
の
味
覚
を
よ
り
楽
し
む

た
め
の
ひ
と
工
夫
で
皆
さ
ま

も
食
欲
の
秋
を
満
喫
し
て
く

だ
さ
い
。

（
大
北
）

▲みんなで交通安全を ▲元気いっぱい！シニアの運動会

～ ス テ キ な 出会いがありました～
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【12月定例会の日程】
▶日時　12月３日（火）・10日（火）・11日（水）いずれも午前10時～
　　　　（10～11日は一般質問の予定ですが、一般質問者数などによって変更になる場合があります）

▶場所　第１庁舎３階　議場
　　　　＊当日は、インターネットで本会議の生中継を行います。過去の映像は常時放映中です。
　　　　　町議会のホームページから「議会中継」を選びクリックしてください。

▶請願・陳情の締め切り　12月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは、11月25日（月）午後５時までです。

●問い合わせ　議会事務局　☎０７９－４３５－２３８７（Ｅメール  gikai@town.harima.lg.jp）

議会を傍聴してみませんか 町議会は、まちの予算や身近な問題について話し合う
大切な場です。あなたも、議会を傍聴してみませんか。


